平成３１年度第２８回四国新聞社杯香川県空手道選手権大会形競技実施要項
　１．幼児の部の形競技方法  
（１）形競技は、フラッグ方式のトーナメントとし、決勝戦まで２名同時に演武する。
· 平安またはピンアン初～五段、撃砕第一、第二及び全空連第一指定形・第二指定形から選ぶものとし、同じ形を連続して演武してもよい。
· 自前帯（赤・青帯）の着用を認める。

２．小学生の部の形競技方法  
（１）形競技は、フラッグ方式のトーナメントとし、決勝戦まで２名同時に演武する。
· 準々決勝までを平安またはピンアン初～五段、撃砕第一、第二から選ぶものとし、同じ形を連続して演武してもよい。準決勝・３位決定戦・決勝戦は、全空連第一指定形・第二指定形およびそれまでに演武していない平安又はピンアン初～五段、撃砕第一、第二から選び、同じ形を連続して演武してもよい。

· 自前帯（赤・青帯）の着用を認める。
３．中学生の部の形競技方法  
（１）形競技は、フラッグ方式のトーナメントとし、決勝戦まで２名同時に演武する。
· 個人戦の１回戦は第一指定形、２回戦は第二指定形、３回戦以降は得意形とするが、１・２回戦と異なる形を演武する。（３回戦以降は、同じ形を連続して演武してもよい）なお、２回戦から出場する選手がいる場合は、１・２回戦は第一指定形（連続して同じ形を演武してもよい。）、３回戦は第二指定形、４回戦以降は得意形とするが、１～３回戦までと異なる形を演武する。（４回戦以降は、同じ形を連続して演武してもよい。）３回戦が決勝戦となる場合、決勝戦および３位決定戦は得意形とするが、１～２回戦までと異なる形を演武する。
· 団体戦の準決勝までは第一指定形とする。決勝戦および３位決定戦は得意形とするが、それまでに演武していない形を演武する。１回戦が決勝戦となる場合は得意形とする。
· 第一、第二指定形及び得意形は、空手道競技規定（ＪＫＦ）の「付録７：指定形リスト」並びに「付録８：得意形リスト」から選択しなければならない。

· 自前帯（赤・青帯）の着用を認める。

（２）監督・コーチについて
· 監督・コーチは、団体戦にのみ１校につき監督１名およびコーチ１名を認める。以下の要件のいずれかを満たし、メールによる参加申込時に、メール文面にて、競技運営委員会に氏名を届出しなければならない。

1 中学校長が指名した中学校教諭または保護者
　　②２０歳以上の香川県空手道連盟会員

※コートへの入場は、監督・コーチのいずれか1名とする。

· 監督・コーチは、必ずIDカードを着用すること。IDカードは、申込み時に届出されている監督・コーチに配布する。

· 監督・コーチは品位ある態度で競技に臨む。過度な染髪および脱色、ピアス、道衣の変形等、監督・コーチとしてふさわしくないと判断された場合、資格を取り消す場合がある。
４．少年の部（有級・有段の部）の形競技方法
（１）形競技は、フラッグ方式のトーナメントとし、決勝戦まで２名同時に演武する。
· １回戦は第一指定形、２回戦以降は得意形とするが、１回戦と異なる形を演武する。（以降は、同じ形を連続して演武してもよい） 

なお、２回戦から出場する選手がいる場合は、１・２回戦は第一指定形（連続して同じ形を演武してもよい。）、３回戦以降は得意形とするが、１～２回戦までと異なる形を演武する。（以降は、同じ形を連続して演武してもよい。）

· 第一、第二指定形及び得意形は、空手道競技規定（ＪＫＦ）の「付録７：指定形リスト」並びに「付録８：得意形リスト」から選択しなければならない。
· 自前帯（赤・青帯）の着用を認める。
５．少年の部（有級・有段の部，国体香川県選考会）の形競技方法  
（１）形競技は、フラッグ方式のトーナメントとし、準決勝戦まで２名同時に演武する。

　　　三位決定戦・決勝戦は、１名ずつ演武する。

· 準決勝・三位決定戦・決勝戦は得意形とする。
· すべての回戦ごとに異なる形を演武する。(17名以上の1・2回戦を除く)
· 参加選手が２～４名の場合は、準決勝・決勝戦となるため得意形とする。
· 参加選手が５～８名の場合は、１回戦は第二指定形とする。以降は得意形とする。
· 参加選手が９～１６名の場合は、１回戦は第一指定形、２回戦は第二指定形とする。
· 参加選手が１７名以上の場合は、１・２回戦は第一指定形、３回戦は第二指定形とする。(この場合のみ１・２回戦は同じ形でも良い)
· 第一、第二指定形及び得意形は、空手道競技規定（ＪＫＦ）の「付録７：指定形リスト」並びに「付録８：得意形リスト」から選択しなければならない。
· 自前帯（赤・青帯）の着用を認める。
６．成年の部（有級・有段の部）の形競技方法
（１）形競技は、フラッグ方式のトーナメントとし、決勝戦まで２名同時に演武する。
· １回戦は第一指定形、２回戦以降は得意形とするが、１回戦と異なる形を演武する。（以降は、同じ形を連続して演武してもよい）
なお、２回戦から出場する選手がいる場合は、１・２回戦は第一指定形（連続して同じ形を演武してもよい。）、３回戦以降は得意形とするが、１・２回戦までと異なる形を演武する。（以降は、同じ形を連続して演武してもよい。）ただし、１回戦もしくは２回戦が決勝戦となる場合は１・２回戦とも得意形とする。(連続して同じ形を演武してもよい)
· 第一、第二指定形及び得意形は、空手道競技規定（ＪＫＦ）の「付録７：指定形リスト」並びに「付録８：得意形リスト」から選択しなければならない。

· 自前帯（赤・青帯）の着用を認める。
７．成年の部（有段の部，国体香川県選考会）の形競技方法  
（１）形競技は、フラッグ方式のトーナメントとし、準決勝戦まで２名同時に演武する。

　　　三位決定戦・決勝戦は、１名ずつ演武する。
· 準決勝・三位決定戦・決勝戦は得意形とする。

· すべての回戦ごとに異なる形を演武する。(17名以上の1・2回戦を除く)
· 参加選手が２～４名の場合は、準決勝・決勝戦となるため得意形とする。
· 参加選手が５～８名の場合は、１回戦は第二指定形とする。以降は得意形とする。
· 参加選手が９～１６名の場合は、１回戦は第一指定形、２回戦は第二指定形とする。
· 参加選手が１７名以上の場合は、１・２回戦は第一指定形、３回戦は第二指定形とする。(この場合のみ１・２回戦は同じ形でも良い)
· 第一、第二指定形及び得意形は、空手道競技規定（ＪＫＦ）の「付録７：指定形リスト」並びに「付録８：得意形リスト」から選択しなければならない。

· 自前帯（赤・青帯）の着用を認める。

８．マスターズの参加希望者は必ずエントリーしてください。選考方法は別途案内します。  
ゼッケンについて(幼児・小学生・中学生)


・氏名以外のロゴマーク等はつけない。


・団体名は表示しないで下さい。


・サイズは参考とする。
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